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島根原子力発電所晶質保証活動の実施状況

　　　　　　（平成20年度）

中国電力株式会社
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．品質保羅活動

　保安管理体制（品質保証活動の体謝）

　　　　　　　　　管理費任養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　考煮部門長
　　　　　　　　　（考蛮部門長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　グループ経営推進部総長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原子力品質保証）　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長（原子力）　　圭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原子力発電保安委農会　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長　（燃料）　　　　；
　　　　　　　　　　管理責儀煮　　　　電源事業本部長　　一　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　（電源事業本部長）　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　電源事業本部部長　（電源土木〉　1

　　　　　　　　　　　「’一｝”’…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　一一電源事業本部部長（原子力建築〉l

　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　　　　　　　　　　！［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美　　F
　　　　　　　　　　i［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1　　　　　　　　　　　　　　‘　干
　　　　　　　　　　一l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l
　　　　　　　　　　！」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　l
　　　　　　　　　　l：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品質保証センター所長　　　1、
　　　　　　　　　　1［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　i
　　　　　　　　　　l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壬｝
　　　　　　　　　　警　　　　　　　　原子炉主俵　　　　　原子力研修センター所長　　11
　　　　　　　　　　11　　　　　　披講書　　　　　　　　　　　　　　l　i
　　　　　　　　　　！i　　　　　　　　繍課長　　　一i；

　　　　　　　　　　琶原子力発電保安　　　　技術課長　　　ii
　　　　　　　　　　l　l　運営委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　　　　　　l　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　i

　　　　　　　　　　；1　　　　　　　　　一　　　一　　　　　　　　　　　：i
　　　　　　　　　　弓　　　　　　　　　　　一　　　　　　　電気保修課長　　　　　　　l　l
　　　　　　　　　　酢1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巨
　　　　　　　　　　i：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機械保修課長　　　　　　　1：

　　　　　　　　　　1㌧…一…一…一…一……一……輔……騨…………＿＿＿1i
　　　　　　　　　　1一四“四…“『一円一　”　一　四“一一一…“一円　”　一一∵一…　“一一四…“円　一円　四円　一一一一“四…一　一　一　四円　円　一一一一　一　…一…　…　一　一一一一一
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2．原子力晶質方舞（平成嘩9年4月2欝）
　（！）必要な資源を確保し，自らの役割と責任を濤覚して，原子力の安全を最優先に品質保証活
　　　動を積極的に推進する。
　（2〉常に問いただす姿勢を持って，品質マネジメントシステムの継続的改善を実施する。
　（3〉コミュニケーションの充実と情報の共有を図って，風通しの良い，明るい職場を創る。
　（窪〉現場，現物現実を重視する3現主義を実践して，実効ある業務運営および個人・組織の
　　　能力向上を翻撮す。

3．品質保証活動の実施状況
　　原子力晶質方針展開結果

・点　　匝項穰 指　示 具体的方策 結　　果

（Ω島根i，2号機 ○計画外停比率：眺 ○計園外停」一h率　0％

の安全・安定運

]の達成
〔欝ll　〕 　設備利用率

�ｻ罐〕

1．異常兆候の早期発．見 ○計園外停止なし。巡複方法
・効果的な巡視方法の策定 は飽プラント調査，現状把握
（策定時期：董・121年3月〉 を実施，改善案を作成．

2．炉心管理 01号機　：　9　9．　7％
・最適な起動謙i蚕・パターン 2号柔幾　：　9　9，　8％

変更計翻の策定，実施
（負イ笥1導く　（熱患ナコへ手一ス）　：

99．鵬以…ヒ）

（占二辮虫、！　I　l…罫一荷播『　ゴ1／｛門弟、

3． 燃睾斗管理

・新燃料・使届済燃料輸送の、

確実な実施

○新燃料1隣実施（4／絆蓑〉

　使罵済1［懇実施（9／17撮畠〉

　新燃料1曝実施（U力4謝

4。ブラント性能
・2帰プラント性能変化の分】
　析（プラント性能連絡会）
　　（笈…秀色頻∫斐：3il朗／蘇三〉

実施

5．緊急馨寺螺糧　　　つ餅初審11練実施（鵬％！
・緊急時に係る効果的な講練一
　言1値1の策定，実施

　（訓練実施率：100％｝

　放射線管理　　　　　　】○年度で計廼iした施策を議醸
・ブラント線量低減対策楡討一どおり実施。

（検討終了時期＝

　　　　　｝｛21剣三3月〉

　放舞寸i生廃棄物管庭嚢

・同体廃棄物貯蔵勝保管裕度
の確保
・粒子状放鮒性物質の放出抑

鮒策の検討
（検討時期l　H20年8月〉

○年度末保管量：27，甥7本
8月末検毒寸完了

　予防保全の計睡的な実施；○予防保全工事の計画につい
・予防｛呆全三王1事実絶讃画策定一て定鹸開始2ケ月萌（7月〉

（策定時期1　　　　　　　に確認した。ほぼ計画どおり
　定検潮始2薄月蔚までに〉予防保全二£事を実施した。
・予防保全工事実施　　　　　　　　　　（実施率96ほ％〉

　　　（実施率：100％〉L
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一一．点」田轡項目
揖　　示 具体的方 結　　果

9．確実な保安管理業務の実
施

　　　（実施率：i　o　O％）

；○下記計爾変更はあったもの

一の適切に処理され業務を完了
している。

　　　　　　（実施率：三〇〇％〉

☆Bぞ壌醍管取替に伴い2号機第一
　蔦繕定検工程変更（毘0．11，22→

R21．3．3D

☆2暑機樫野耐震補強異事に伴い使

尾済燃料構内輸送計画変更（彗2！．2

～3→勲2年度へ）

　，一　　　’膏標
（2〉効果的なマネジメン○関鍵回数：

　トレピューの実施

」
　　一　　確実な不適合管
　　理・是正・予防処一

　　置の実施

具体的方位

○全
亘／年 1，データ分析に基づくマネ

@ジメントレビュー資料の
・5／

作成
H

（実施回数12購／年） ・H2

脚

…○不適合管理・量1

　正・予防処置の年…

2．

　　　i　o　o％

（越齢した陣数／2〔｝

数）

発電駈レビューの実施
！実施底数＝2醸／年〉

！．不適合管理検講会の実施
　　（開離頻度1駕饗！

　　　　　綜　　果

○全て計画どおり実施完了。

　・5／m発電所レピエ実施，6／1碁

　H19年度結果の淑実施。

　・H器．i128発電所レビュー実施，

　既1．2／23毘む年度12月ま

　での結果の猷実施。

擁簾舞翻
一〇全て壽1顧1どおり実施完了。

・不適合管理検認会醐催34河
・不適合処置実施状況

　不適合処置完了件数／不適

　　　　　　　　　　81件
／92僻二（処置塁峯：睾勺88％）

　　　　　（別紙一1参照〉

2．是正処置検討会の実施
（鵜催頻度14醸以上／奪三〉 ・是豆三処置実施状況

　　　24｛牛／33｛㌻（処一
直率：約73％）
　　　　（劉紙・一i参照｝

3．

（確認翻数：　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　1

4耀繭灘旛翻
　　実嫉施）　　　i
（験討嗣数：6回以…｝二／年〉1

認　建醗（／酵／弄三D

・飽プラント藩報の検討測数：

　　　　　　　　12園実施…
・予防処置実施状況

　予防処置完了件数／入墨

　　　件数：331伶／3隠件
　　　　　（処置率：約9蜘

1処置状溌の内訳］

一入手件数 …　335件
検討中 102件
実施中 墨5件
完了

沒｢末着手
2圭4件@
・
董
件
冊

3



、、、、　施項目

…○方策実施率：10鰹
　　　日　　示

具｛　・

（婆）管理部門および

　協力企業との意思
　疎通・構報共有化
　の実施

（5）業務に対する力

　量の明確化と適切
　な教育・劃練の実
施

結　　果

1．管理部門との会議（Q麓一
　S推進者会議〉での確実な
構報発信および伝達

　　（参加率：100％）

2，発電所が開イ崔している脇

　力企業との会議体の運営
（計画どおりの開催＝

　　　　　　　　100％）

3　協力企業から寄せられた
提案事項の確実な処置

　　　（処置率1100％）
　　（年度内処置件数／2月末ま

　　　　　での提案受付件数）

4、協力会社への鷺報発信
（発信回数：圭弼以一一一ヒ／月）

（6）颪通じのよい職○施策実羅率1
　場嵐二1二づくりの実一　　　　　ま00％
　践

」．

　定検車における保修部門
管理職と2次協力会社との
意見交換の実絶
（実施頻度二

　　各社　1回以上／定検）

1　各課瑚σ）力量の明確化
（導入時期1蕪20年生2一月）

2．教欝議練カリキュラムの
策定および教育の実施
（完了舞寺参輯1H21驚三3月）

一〇全て計霞どおり実施完了。

　・螂S推進者会議参撫田回／
　露催｝O回（参撫率1100％）

・計翻どおり実施（100％〉

・提案28件中，28件を処置済
（鑓置率：鉛。％〉

・安全協議会の場で毎月清報
発信を実施。（延22件）

・1圭弩に実施済

○全て計画どおり実擁完了．
・教育須磨策定完了，各課（各

　担当／力量認定の基準完了
　（i2月末）
・教育譲練カリキュラム策定一

　完了、確認試験問題による
　有効性評緬を行い，力量認
　定を完了。

所長欄所長，次髭灘簿実施回数2胴
　との意見交換の実施　　　　　　　　　（実施率：IOO％）

（実施懸数1

　　　　　2胴肚／年）i

4



4．内部監査の実施
（1）安全管理監査
　　　原子力部門から独立した熊内監査組織である，本社r考査部門原子力監査麺当葺による監査
　　の実施。

〔平成20年度監査テーマ】

基本監査

重点監査

最質マネジメントシステムの運営状況

一内部コミュニケよションの有効な実施に関する取り縛み状混

調達管理の有効な実施に関する取り組み状況

一新検査制撲導入に関する対応状況

監査結果お深び処置状況

績み状況

◆不適合事項：0件

◆改善要望事項：4件
①「H20年度　防火管理業務実施羨画」の策定について，平成20年6月20日に決定されて
　おり，調達先への連絡の観点から策定時期が不適切
〔懇直〕3月中に平成21妻穫防火箸鯉業務実施計画（案〉を策定し、委託先に送付するとともに，’

　　　4月の跳火管理委興会で所長の承認を受けたのち，正式に委託先に通知を行った。
　　　　また3月中の防火管理業務実施計餓（案〉作成，4目。一一ヒ旬の防火管理委員会開催を毎月作

　　　成している保修管理課設備握当月瞬業務計爾表（1一成2璃3月〉に反映し，スケジュール
　　　を遵守するよう担当内に周知した。
②委託している水質測定業務（単無瀞1）の鹸収について，測距に要した時間1数の妥当窪確認が不
　1一分

〔処置1委送先より総時間1数の内訳として「水質側圧業務（桝灘1勘。実施報裂猛一、蒸綾内訳ユを
　　　作成し，従来から受領している「水質測建諜務（単価鰯〉依頼，欝／報讐壷ゴに追麗添付する一
　　　ことで，総暗闇］1数に対する業務項繕毎の測定人数および測定時間の明確化を図り，暗闇コ．
　　　数に係る妥当性を婚．認できるよう改、穿を実施した．

③／号機第27掻定期点検王難こおける「点験手入れ麟データ採至1い評趣に係る一周達要求妻項の
　供給者への伝達が不十分
〔処置〕一1成ig年ll湾にlli彗足した鱗葉要領重誓三成手引豹には弩1建憤聾仕様i内容，溺係図一
　　　薫と照合し，記載漏れのないことを確認する。3としており，既に標準化は図られている。
　　　　これを海認識し，徹底するために，平成20年鮮！311に1細筆r講蝦内に｛1様壷の1大1饗が淳
　　　業要領垂垂に反映されていることを確認するようメール発｛iした、

　　　　その後　2号機弟感固定検における．『検手入れ荊データの採取がまぽ終rした1破艶年
　　　12月末時点で作業要纈鷺を確認した結果，記載が漏れているものはなかった。
＠1発澆先の詳細について，羅臼遅延　発注先責任による不適合，河魚災毛豊享の1匡提重が／1．じた場合の・

　対応織斑．が不要と判断した場合の処理が不明確
〔鰻蔭｝「島根漂子力発電所発注先の，、蓼衝・選定≡列ll豫　に，発港先の契約媛行状濁について報1娯

　　　があった場台および発注先の倒産情報，」1を入手した場合ぱ，相内取撤に懸づいて対応礁礁の】
　　　要否を総務、ミ梁長が決定することを明記し，対紀措遣の取扱を明確化した。

◆良好事例：12件
①発一豊勝レビューへ向けた収集データの明確化
②綜妊力品質方鋭から熱賛ll標への展翻の整理
③安全文化の醸成を図る取り組み
④新QM　S文書の教育の実施
⑤原子力技徳協会ピアレゼユー結梨に対する改善1’瞬具体化の取り組み
⑥初期通報調練の有効性同一1、

⑦定期的な訓練を考盧した化学消防車の｛1様の変要
⑧保守業務の無識・ノウハウの伝承による力菓則ヒ
⑨醜係企業も参撫した蘇修会の実縫

懸蟻纏懸驚醸 」
F
O



（2）実施部門の内部監査
　　原子力部闘の紐織内による監査の実施。
　　なお，監査は自らの業務は監査してはならない独立性は確保している。

1平成20年度監査テーマ｝

監査事項
新晶質マネジメントシステムの浸透と改毒

不適切29事案の再発防止対策の有効性確認

監．一照．結果および処置聾混

◆不適合事項10件

◆改善要望事項10件

◆良好事例：8件
①1号機線量低減検討に係る適切な業務実施計画の策定と隷重i的かつ積極的な取り組み
②委託業務の的確な実施状況の確認に基づく積極的な改諏毒動の実施
③定期検査の確実な工程箒螺の実施
④計器精度ドリフト量のデータ分析結果の予防処置への展開
⑤電気・計装品の定期穣査時の監擬・測定結果の合否糊定基準および自主管鯉基準の策定および維，

　持
⑥「燃料集合体の原子炉内装荷時における着座」に係る的確な予防処置の震施
⑦補助ボイラばい煙測定検査業務の実施にあたって，法令遵守徹底等の教育教紡マンネリ化随一
　一止のための工夫

⑧安全文化醸成活動の確実な発電所内への展鰻

5　品質保証に関する教育・訓練
　品質保証に関する教育・議練は，「原子炉施設保安幾定∫に基づいて行う保安教簿と，1　一一
運営に必要な矢lll識技能の修得および維持陶土を目的に実施しているものがあり，主な実施状況は
次のとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　教育・訓練内容　　　　　　　　　　　　　　　　実　績

（1）　聴翼子炉施1没｛呆黄燐ラ豊墨に基づいて行うi・運転員を乗言象とした教育

　保安教育　　　　　　　　　　　　　　　1・運転員以外を対象とした教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

劉紙一2参照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
（2）畷臨の繍お絞繍1古荏上を胸とト顯径諜係
　　した教育・調練（技術教官〉　　　　　　・・保守管理関係　飽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
L．　　　　　　　　　　　　1

別紙一3参照
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6．協力会社と連携した晶質保証活動の推進

（D品質保証連絡会

（2）安全協議会での靖報共有

（3〉協力会社への監査

　定期鹸査期間中の品質保羅活動に関する事項について，協力会

要撃墓建鷺あ蕪纏…盤輪、讐難欝齢の
　平成20年度一、三主二顯の本連絡会の開催回数は，1号機第27回定’
験の終盤の平成20年4月に！回，一一また，2号機第三、5綴定擬闘一

始に伴い，平成20年9月に1回の誹2回実施．
　平成20年度下期の本連絡会の囎催因数は，2号機第15郷定
検において，平成20年10月および王1月，ならびに平成21一’
一年2月および3一角にそれぞれ1囲の計4掻実施。

引
　当蛙と協力会社の責任者クラスで組織する安全協議会（毎月開・
催〉において，適宜トラブル等に関する説明（延22件）を実施。

［監査実施件数37件（平成20年7月：2件，8月：2件，平成
　　　　　　　　　　2生年1月：2喜寿，　3月：1一群実施）
1監査結果1

・不適合事項　ほ件
　〔内容〕製造時記録における沼付の不整合
　〔処置3関係記録の訂正および作業乎顯醤の改訂
・改善要望事項二3件
　〔内容）（1）力量を規定した文書と騨連続定の紐付け
　　　　　（2〉藩質記録の儼存区分（永久，葬永久）の明確化1
　　　　　（3〉調達要求事項の明確な提示
　〔処置｝（王）監査後，力量を規定した文書と関連規定を紐付1

　　　　　　ける必要がないことが判明したため，改善要望事1
　　　　　　項対象外とし是鳶・改善処置完了報告書の提出を一
　　　　　　不要とした。
　　　　（一2〉撮質記録の1一ゴストを作成し，「永久」と「葬永久」一

　　　　　　の区分けを実施ぎ晶質保舐計聞書に本1一ナストを添ヨ

　　　　　　付し、改正したi。
　　　　　（3）注文仕様著または検査要領書を流期し，必要と一
　　　　　　　しない纂項について斜線記入する．その場合，斜
　　　　　　線に短し適用除外であることを儀せて追記した。

7．その弛の品質保証活動
　　　　　　　　　　　　　丁一頁〉標語，選莱ダー（蒸鷲管理愈識轟揚〉の募集。

正号機第27翻定期検査おi　　・発電所戯および構内協力会鮭より，標語・ポスターを募集

よび鰭機鍛瑚定期検i　し協力鮒を鋤た糠の徽護秀裳法難齢し一
i変における融質管理活動の1　　ている。
展朗としての諸活動　　　　1　　（各定検における標語，ポスターの応募総数および優秀賞，
　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　入賞件数）

　
皿一
L

標　語　　　　　　　ポスター
応募総数…優秀賞 入賞　応募総数 入賞

1号量マ1爆 492　1　1 生5　　　27
7

2号i5癒！ 38且　　1
　　…26　1　22 6

＜1弩機第27回定期検査標語（優秀賞）＞
　「縢れと潮懸と患い込み，近道行為がミスを呼ぶ　基本にかえ
　って最質保証葺
＜2号機第i5回定期穣沓標語（優秀賞）＞
　r匡記憶週に頼らず匡記録書を確認、確実作業で翻籔確保」）
（2｝標語，ポスター，垂れ幕の掲示。
　・発電所本鯖詑灘連絡通諮，中央指畦御室前等に掲示。
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凱発電設備に係る海検結果を踏まえた再発防止対策の実施状況

1．企業倫理委員会の開催について
　　以下のとおり企業倫理委員会を開催し，再発防止対策の実施状況を報告するとともに，都度
　プレス発表を行った。

【
口
円
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日
口
口
日
n
口
口
矧

8
6
7
2
5
i
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1
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月
月
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月
月
月
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3

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　

工

年
年
年
年
年
年
年
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0
　
　
　
　
　
1

1
　
　
2
　
　
　
　
　
2

成
　
成
　
　
　
成

平
瑚
平
海
羅
同
平

平成／9年度第L回企業倫理委員会
平成19年度第2回企業倫理委員会
平成i　g年度第3謡企業倫理委員会

平成20年度第i回企業倫理委員会
平成20年度第2囲企業倫理委員会
平成20年度第3圏企業倫理委員会
平成20年度第4園企業倫理委員会

2、コンプライアンス教育の充実について
　「コンプライアンス推進計画書」を策定し，本計画書に基づく活動を実施。
　　（活動状況は別紙一4参照〉

3　再発防趾対策の平成2G年度の行動計画と実施状況について
　　8つのアクションプラン（AP）33項絹のうち29項Ellは平成20年3月末までに完了。
　次の4項目については，平成20年度も再発防止対策として継続して取り組んだ。

アクションフラン 項　目 婦策の内容 実施状況AP4 （4） 密己評緬静渡導入 ○安全文化】薩成アンケートの
効果的なマネジメ 内部監査の充 の検討 結果を分析して各QMS組
ントレビューの実 実 ・平成20年下期以降， 織の成熟度の低い項目につ
施 自己評価議醸を策 いて実施部門内部監資で確

定し試行的に実施 記し，改善につなげる仕組
する予定。自薦評緬 み　（自己言平壌碁詣ll度）　を構築

細塵の導入につい した．

ては，試行結果を評
備1　た　トー郷辛昌断言細した上で判織す
る。

畿・羅1酬

■
」

σ安一釜美花醸成礪策1
　の実施
・原子力都響を対象と

　するアンケート調
　査で安全文化の醸
　成度合いを測定分
　析・辞儀し，必要な、

　追加施策を次年度
　活動計画に反映。

　社長による原子力安全文化
　醸成に関する基本方針（4
　葛綱定）に基づき，平成20
　年度の潜動議霞を策定し，
　各所で活動を実施。
○過去のトラブル等を手がかi

　りに，源子力部門の「ある
　べき姿涯を具現化し，これ
　を評緬の観点とするアンケ
　ート項目を作青黛。　8月1こ原

　子力部囲全員を対象にアン・
　ケートを実施し，分析結果
　に基づき改善策を策定のう
　え，2料にマネジメントレ［
　ビューにて社長へ報告。
一〇原子力安全文化醸成活動の
　評極・改善の詳細手瀬を定
　めた手願書を平成雛年1
　月に網走。今後は，定めた
　評衝・改善プロセスにより，
　露常業務として安全文化醸
　成活動を評無・改善してい
　く。
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A　P6
　各種教育・訓練の充
　実および技徳伝承
　による人材育成

　アクションフラン
（3〉

技衛継承施策
のうち「力量
の明確化

　項　目

AP8　　　　　　　（6）
　爆からの背政処分劃御棒引き抜
　等の灯芯　　　　一け等の報告義
　　　　　　　　　　務化のうち
　　　　　　　　　　F翻倒棒引き
　　　　　　　　　　抜け防止のた
　　　　　　　　　　めのインター
　　　　　　　　　一ロックの追
　　　　　　　　　　働

力量の明．化
・連濁方法，教育内容
について検討し，平

成20年度に導入
開始予定。

　　対　の　谷
握当・課単位での必要な
能，経験や教育項馨を明確一
化し，教育カリキュラムや
確認問題を作成した。平成
21年2月より新力量制度を
導入し，3還末までに新力
量への移行を完了。日常業一

務の中で新力量綱渡を運用】
し，効果的な教欝・調練を…
実施する。

　　　蜜施状況

　インターロックの
　迫力自
・暮封御棒引き抜身ナ藝方正

一　のための駆動用ポ
　ンプ停止インター】
　ロック機能を1号
　機は第28翻定検】
　　（H2玉無渡），2号一

　機は第i5同定検
　　（軍威一20年9月開
　始）で設置予定。

制御‘引きまけ甦止に係る】
設備対策の詳細検討を終了
し，平成20年了月の原子力
発電保安運営委員会審議を一
経て，9月より、島根2号機
工事実施。10月に工事完了
し，◎月までに業務畷継ぎ，

実施。平成21年｝月，隅委
員会での手順書改正審議を
経て，運胴を開始（2月〉。『

（1弩機は平成21年度に実一
施〉

　具体的な行動計爾と実施状溌を劉紙一5「信頼凝復・企業再生に向けた具体的施策のスケジ

ュール褒」に示す。
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4　再発防止対策の定着状況について
　　平成20年度の保安検査（第工回および第4回〉においてr発電設備の総点検の結果に係る

　再発防止対策の実施状況」について確認された。

　　OH20年度（第i回〉保安検査　：　王｛20．6，9～6、27
　　0H20年度（第4回〉保安検査　：　H21．3，2～3．19

（平成20年度（第4緯1）保安検査報告書から抜粋〉

　蓄発電設備に係る総点検結果を踏まえた再発防止鰻策の具体的行動群鶴」について、平成20年

度第i回保安検査では・平成20年度に継続される再発防焦対策の具体的な行動計画の策定状況や

繧常業務に取り込まれて完了した項犀等、再発紡蓮鰐策の具体的な取り組み状況を確認したこと

から、今回は、その後の原子炉設置者の取り組み状況や、再発防止繋策における3つの柱である

「（1）不正をしない意識・正す姿勢、（2〉不正を隠さない仕組み・企業風土作り、（3）不蕉をさせな

い業務運営まに対して、平成20年度活動結果の有効性が評無され、平成21年度へ改善が継続す

ることなどについて確認することとし、検査を実施した．

　検査の結果、再発随一ほ対策の検討・評緬体書籍こついて、平成19年度末で再発防ま一ヒ対策の大半（M

施策中30施策｝が完了または1－1常業務に取り込まれたことや贔質マネジメントシステムの通常の

仕総みにより継続的改庄を図っていくことがオ来の姿であるとの判断から、平成20年IO月に経

営会議への催S高度化実績報毎を以って、従来の体躍（「脳S検討委員会至・「催S検討チーム」）か

ら現行の体鰯（「醸S挺進者会議」耳原子力贔質保，証委墨会」・「マネジメントレビュー烈）へ移行

されたことを確認した、

　平成20年度に継続された4件の陶発紡眺対策の取り組み状況について、罫女全文化醸成施策の

実施3では原トカ部F彗内のアンケート結果から当該活動の、，平瞬・改善が行われることについて、

新たに「原1一力費全又化醸成浜動の，、耳i緬・改善手瀬靹が麟定されたこと、「内部監蚕のあり方ま

では安全文化に関するアンケート結果から組織的な弱点を抽出し、実施部門内部臣｛資が確認する

樫点などに活用するfl維みが綾施部門内，糠工嶽幸順潮で明確にされたこと、「瓢力量の明確化3

では共通の力剛メ．分に簾えて左門教育や鐸務脚数胃を明確にして、鯉劉業務に応じた力業．認定

簾準が構藁され、業務に兄じた教官の改憲が麟られる仕組みが「騰根原子力発電所教育譜練手順

璽」等に取り込まれたこと、　駿御棒引き被け等の報誉義務化」では島根2号機第15綴定期検査

で簸発墓所で発生した不適釜の予跡処漿として、関連，，又鮪の改造が行われたことを確・・暮するとと

もに、購濃1コ機への対応としては第器1醸箆期牽強で、通常のEl常業務として、瞬審の受備改造

が誓われることを磁．認した。

　平成19年度末で1■1常業務に取り込まれ継続的に改蛋が図られることとなった醇発防ll．対策に

ついては、関連マニュアルや騨連1所のfl度業務、．葦施計瞬に組み込まれたこと、麟S推進蕎杢議

や原子力鰍質街証委r書会で確認・検重され一たこと、「新鰹Sの浸透と改靹及びε不適切鈴考案

の再発防止対策の有効性確忍ゴを雇的とした事施［1門内部監査力璋実施され、不適合事項は見畠さ

れなかったことなどを確認した．

　再発防止対策の3つの柱である打（1）不正をしない童識壕Eす姿勢、（2）不正を隠さない仕緩み・

企業風土作り、（3蹄礁をさせない業務運■一激に対する早成20年度の達成度の詳細としては、一再

成20年痩で全ての施策が完了したこと、文金文化醸成活動の評髄鞘6つの中から関連の強い3つ

の評衝軸（誓まっすぐな意識と姿勢」、r健全な業務遂行態勢の追求」、r風通しの良い組織のを3

つの柱に関連付けたうえで安全文化醸成のアンケート結果から3つの柱の達成状況が把握され総

じて良好との評緬であったこと、3つの柱のうち「（2）不正を隠さない仕組み、企業風土作り、（3〉

不正をさせない業務運営まはアンケート結果が合格点以上であったものの、難項目と比べると若

F低かったことから、4つの課題（「失態に合わないルールがある、季顯書にイ備があるま、「部開

聞の意識共有、連携葬載、「教毒翻度が業務のニーズに舎っていない」、「労働意欲向上のための

施策が不十分j／が描出されたこと、審該課題を踏まえ平成21年度の対応方舞として5つの改善
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策（r畷Sご愚見箱｝の活屠促進、親織的な脳S文書改善活動の推進、脳S推進者会議運営方法の

見直し、新力量制度に基づく教育の実施、rほめる」意識の醸成）が策定されたこ一と、平成2直年

度以降も3つの柱を安全文化醸成の評緬軸に関連付けて達成状況が確認されることを確認した。

なお、平成塾G年度0）一連の検討・評緬は卿S推進者会議、原子力品質保証委員会、マネジメント

レビューの各会議体で審議されており、平成2G年度の再発紡止対策の活動は、囲墨期ごとの進捗

状溌を取りまとめた上で「企業倫理委員会」により第三者的立場からも評懸（平成20年度は4回

実施〉され、委員から職場実態・社員意識調査結果のフィードバックに際しては、強み弱みを踏

まえ、要図分析を行うとともに・重点的に取り組む方策を職場で話し合って行くことが重要であ

る等のコメントがあり、総括表にとりまとめられ、ホームページで公表されていることなどを確

認した。

　以一一とのことから、当該検査項屋に係る保安幾定の遵守状況は良好であると判嚇するとともに、

平成21年度以降は日常業務の中で継続的改善が図られることから、その蛇応状況については今後

も保安検査等で適宜確認する。

以　…ヒ
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【参考】

再発防止対策の概要
【全社共通】

件　名 主な行動計画 実施時顯

経営機構改革 ○会長は取締役会議長（経営の監視・監督を重点的に担う〉，

社長は業務執行の最高責任者とし，監督と執行の役割分
担を明確化一

○取締役の任期短縮による経営責任の絹確化など取締役会 H　i　g年　6薄

機能を強化
○全社横蜥的な重要課題を担当する謝社長の設置や執行役
員制の導入により業務執行機能を強化　　　　　　　．

一企業倫理委員会の機能 ○審議の客観性を高めるとともに，社外の識見を反映させ
強化 るため，社外委員を1名から3名に増員

○漿要な法改正や社会情勢の変化を踏まえたコンプライア
@ンス雛遊鵡策の策定に関する事項を審議事項に追加 H19年　6月
○審議の透明性を高めるため，審議概要を当社ホームペー
ジで公麗

内部通報翻度の充実 ○より相談しやすい仕組みとするため，新たに社外（弁護
@士事務所）に企業倫理相談窓口を設置 H19年　7月

コンプライアンス＊教育 ○専門家による講義形式の醗修や討議形式の研修の灘入な
の充実 　ど，経営層・事業所長やグループ企業トップを対象とし

@た醗修を充実
寢e職場での効果的な研修等を行うため，コンブライアン

｝｛19年　6月
ｩら

ス推進役（各事業所識所長クラス／への餅修を充実 」
＊コンプライアンス：法令の遵守を含めたr教会的要請への適応」

1原子力部門】

　　　　件　名
AP半玉i　原！子力垂髪］質

　マネジメントシステ
　ム蛇の高度化
AP雫12　石窟実な』予防

　保全の実施

AP茶3効果的な不適
　合管理・是熊処置艸予
　防処置の実権

㎜πP組4効果的惹
　マネジメントレビュ
　一結の実施
AP斜5　良好なコミ
　ュニケーションと明
　るい職場づくり
AP＊エ6各雅致教育・劃1

　練の充実および技術
　伝承による人材春成
】AP料7調iiii＊5管理
　の改善

AP組8　国からの行
　政処分等の短慮

鋭な行動計繭
○要繧，手順醤等み内容変更

○文書体系の薄構築
10品質保証活動の教育講練
○予防保全5力蕉計繭の策定
○保守管理要員の教奢譲練
○不適念鴛理（不具合の解消），是羨処鍛（再発防宜〉，予，

　隣処置（未然跡量1〉を確実に行うために，
　是正処置基本要領涯の翻定，「不適合管理検討会」等の設…

　綴
10マネジメントレビュニの方式を経営会議の場から鮭畏司

　直接説明する方式に変更
◆内部監査の充実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一囲

｝｛圭8年】王一〇鍔

　　　～
H21｛1巨　3月

＝○経営麟の現場への訪問

iO社内0）情報共有ルールの明確化
一◆安全文化醸成施策の実施
：◆技術伝承施策（例1作葉手願書にフウハウを記載）

＝Oe一ラ一二ング＊4や法令遵守のための保安教育を実権

「
一

○調達管理要領・発注仕様書の見直し
一〇委託における検査業務の適切牲を確保するためのルール

　設定
○保安規定み変裏（原子炉主任技衛者独立性の確保等〉

一〇発電所における保安検査官のフリーアクセス楯
】◆制征町棒弓iき抜け等の幸侵告義務イヒ

｝li－9磯三　5積

　　　～
｝｛21年　 3月

注）「◆」は平成20年度に継続して取り纏んだ霧発防止対策（具体的には「2．3を参照．）を派す。

＊i　AP：アクションプランの略
＊2原子力品質マネジメントシステム：駄袋をトップとして原子力発電所の安全を達成するための業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　務を睨確にし，総括的に管理する仕組み。
＊3マネジメントレビュー1品質保証活動に関して艇長へ定期的に報告し，評価を受ける改善活動。
＊4e一ラ一二ング：パソコンやコンピュータネットワークなどを利嗣して教育を行うこと。
＊5調達1工事若しくは製造の請負，物思等の取得若しくは貸借又は役務契約により，財務又は役務
　　　　　の提供を受けることをいう。
＊6保安検査官のフリーアクセス：検査官が惑社員の同行なしで原子力施設の安全性を確認すること。

i2



一鋼紙一嘆

　　　　　　　　　岡Ilぐ離郷

1．不適合の種類あ内訳件数

種類 平成20年度

人的（※） 21件

設備 71件

合計 92件
　　（※〉要領・手順書等の認識不足，誤記（記入漏れ・誤字・脱字等〉等の人的ミス

　　　をいう。

2．不適合処置および是正処置の処置率（日2荘．4．1現在）

　墾量葎度繰越分※
ピ

H20年度発生分

一不適合発生件数

歪嘩完了墜一

　i合不適合処置率
　】処

　…置一処置未完件数

　　　是正処置対象件数
　　　｝

14件

づ（（（／100％

0件

32件

92件

81件

88％

”件

33件

30件 24件

｛
｝
］

　
　
　
一

L
1置唾壷鷹

曝
止
処
躍
準
1

94％ 73％
i
処
置
未
完
件
数
…

2件 9件

18件

i是正処置必要性検討中件数 薄件

※田9年率繰尊奢

憂」

犠薦錨騨うち’不轡解離蓼を　度

13



3．改善項霞の一例

一
睡

件名 事象の概要 原因 不適合処澱 是正処置

荏号機A一原子炉格
[容器線盤当量率計
ﾌ動作不良

@（擁20，4，17発生）

　島根原子力発電所莞号機一（沸騰水黎，定格電気患力妬

怎Lロワット）は第2了繍定期検査を実施していますが，

ｭ電再開に潮け，平成20年4月甘臼ア時に原子炉を起動
ｵ，原子炉圧力の上昇操作中のところ，同沼17時21分頃，
抽i納容器放射線蕎」の警報が発盈しました。

ｱのため，関連するパラメータを確認したところ，A糠
q炉格納容器線量当量率計※1の指示値が変動し安定しな
ｩったことからジ同日18時57分に当該検出系の不興含で
｠ると判断し，原子姫施設保安規定で規定する運転士の制
ﾀ撒を満還していない状態であると判断しました。　その
縺C当該検風系一式を予備品に取替え，正常に動作するこ

ﾆを確認し，4月18田4時5分に運転上の制限を満足す
髀�ﾔに復帰しました。

　当該A，白」療子嬢

i納容器線量当量率
vは，今定期検査にお
｢てアナ欝グ式からデ
Wタル式のものに変更
ｵましたが，隙因を調
ｸした結果，デジタル

緖ｮの演算処理の一
ｹ暇こ言葉りカミあり，5則定

ｺ限値近傍において過

蛯ﾉ指示する不具禽
ｪ発生することを確認
ｵました。

　当該A，B一原子炉
i納容雛線量当量率
vをアナqグ式に変更
ｵました。

デジタル演算におけ

驛¥フトウエアの霊要
ｫに鑑み，今後は，設

�C機器の重要度等
�ﾝ慮してソフトウエ

Aの検証程度，灯象
ｨよ：び横言罷をそ子う必要

ﾌある設計変更等に
ﾂいて明確にし，必要
ﾉ応じて，メ糞力に対
ｵてソフトウ圭アの検
ﾘまで要求することと
ｵ，その場合には、工
魔V購入仕様書にソフ
gウエアの妥癌性の検

ﾘを実施する事を要
＝E確認する（璽要度

ﾉ応じV＆V等による
ｵ密なソフトウエアの

沛ﾘも要求・確認）よ
､l　r－事業1務管理手
p囑婁」にβ月記しました，

1号機B一源子炉格
[容雛線量当盤簗欝
ﾌ動作不買

@（段20．4．18発生）

　島キ艮1票子力発電勝1号機　（i弗月糞フk型，　定ヰ各電気出力4ε一

怎Lロワット）」は第27回定期検蛮を実施しています。

ｽ成2G年4月貸目，原子炉を起動し，療子炉艦内の上界
�作中のところ，一所様子炉格納容器線量当量率計検出系の
s具合によりr格納容器敢勇寸線高」の警報が発生したため，

ьq炉施設保安規定で規定する運転士の制限※2を満足し
ﾄいない状態であると判断し，同旨，当該検出系一式を予

�iに取替え，一総賑4時5分に運転士の制限を満足する
�ﾔに復帰しました。

@覗き続き，起動試験を行っていたところ，本日聡時箆
ｪ，B一漂子炉格納容器線懸当量羅針のr格納容認放射線高」

ﾌ警報が発生したことから関連するパラメータを確認し
ｽところ，当該線量当選率計の動作不喪と判断し，16時
R4分，原子炉施設保安規定で規定する運転士の潮限を満
ﾌしていない状態と判断しました。このため，当該線量当
ﾊ率計を取替えることとしました。
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一
①

　　　件名
1号機運転士の制限
の逸脱について

（眈0、了．12発生）

　　　　　　　　事象の概要
団島根原子力発電所1号機’ i沸騰水型，定格電気出力46

万キロワット）は，通常運転中のところ，7月12819時
16分，待機中の原子炉隔離時冷却系（RCIC）においてrRCIC
蒸気管破晦ユの信号が発生しました。

　現場確認の結梁，蒸気管の破断はありませんでしたが，
当該系統が起動できない状態であったため，原子炉施設保

安規定で規定する運転士の制限を逸脱していると判断し
ました。

　原圏調査の結集，誤信畢によるものと判断したことか
ら，当該信号発生装置を予備品に取替え，7月13日（日）

3時59分に運転士の潮眼を満足している状態に復帰しま
した。

・アナログトリップモー当該信毎発症装置
ジュール（以下解Mと　を予備昂に取替えま
いう）内のトリップ設　した．

定値用調整ボリュー
ム（以下VRという〉

の解体調変を実施し
た結果，裏蓋のシャフ

ト挿入孔に亀裂が入
っており，このき裂に、

よりシャフトが移動
しエレメント（揚i抗
線）と接触しているス

ライドレバー接点に
接触不農が発生した
ものと推定一しました。

・亀裂が発生した漂國
としてはストッパの一

設計上の強度（0．脳・

m〉を超えるトルクが

加わったことにより
生じた可能性がある
ものと推定しました。

・当該A猫は製造後
14年と十分に時間が
経過していることか
ら，初期故障の発生は

考え難いことおよび
現在まで故障部品の
ロット不喪も確言忍さ

れていないことを考
慮すると，膿裏蓋の
シャフト挿入孔のき
裂は鴨製造時に発生
した欠陥ではなく，

ATMの保守を行う過程

　　　　　　　　　　　　不適合処置　　　原因 　　蓬正盤置
①奪簿機第28同定
検工事仕様書にA稀
調整手順について下
記事項を反映しまし
た。

・調整弟にVRを，設
定部を中心に2～3回
翻した後，調整する。

ゼ瓜，スパンを調整
する必要がある場合
には，チェック端子
において，設定値（電

旺）を確認しながら
ボリュームを翻すこ
とにより，リフレッ
シュ範囲が上下限位
置以上とならないよ
う注意する。また，

ボリューム調整を行
なう際には，裏蓋ス
トッパ部に過大なト
ヲレクがかからないよ

うに適切な工具を使
期して行なう。

②1畢｝機第28園定
検r安全保護系欝器
点検工事」作業要領
書に①の内容が反駿
されたことを確署慰し

承認しましたげ



一
刈

4号機高’ ｺ淫水系試
験爾戻り配管サポー
ト部のひびについて

（耕20．了．22発盗）

2H
ﾄ機漣価額r眼
の逸脱について

事象の概要
“■

（目20．9．7発生）

一．

　単成2σ嘩ア月“麓田（天）語時⑳努頃1復水貯蔵タン

ク横の地下醗管ダクト内において，高狂注水ポンプ※1試験

絹の戻り醗管※2からの水の滴下および床麟の水溜り（約

2，4リットル）を発見し，8月2日（土）までに当該配管
の補修を行いました。

　当該部分の点検を行ったところ，醍管とサポートの溶接

部に3箇所（長さ15～6センチ〉の亀裂を確認しました。
また・漏えい水の放射能分析を行った結果は測定器の検出一
眼雰値以下でした。

礁編葉鋸卿繋麟蕪
　、安規定に定める運転士の制限を満足しない状態であると
　判嚇しました」一

」～．

　　　原因
において発生したも
のと推定しました。

’高圧注水ポンプの

定期試験等によって
当該齪管に振動が発
生し，魏管とサポート

の溶接部に力が集中
して，亀裂が発生・進

展したものと推定し
ました、

不適合簸置 是正処置
したも
した。

ンプの 当該配管は金属性 1号機第28回定
よって の接着糊による補修 期検査で配管を取替
動が発 を行うとともに，配管 える予定です。
ナポート の振動を抑え亀裂の
が集中 進展を抑制する対策
竃生・進 として，適切な位置に
推定し サポートを這般しま

　一工場にて実施した

原圏究明調査の結果
から，以下のいずれ’
か，または複合により

環境温度の変化，設置

箇所の振動等がトリ
ガとなって，一時的な・
一絶縁劣化が発生し，イ君

磐電流がリークした
ことに二より，ま婁示変動

に至ったものと推定
しました。

（1）検磁器漏ネクタ丙一

部の絶縁物に，有機物
（職ネクタ地金または

ガスケットが粉末状
になったものと推測・
される）が付落したこ

とによる，芯線～アーー

ス間の絶縁劣化

した。

控

　9月了B（日）給時　・D旧主蒸気管モ烹タ
27分原子炉停止手順にづいて一計測ル藁プ
に従って主蒸気ライ　一試（検出器～プリ
ンを隔離し，19時了アンプ鯉対数線量錨
分に原子炉水温度が　量率計）を辛備品一と
博0℃未満（冷温停止　交換しました。、一』一一一一一

状態）となったことか　rA～』D一叢蒸気管モ

ら原子炉雄設保安規ニタ検出器職ネクタ
定に定める運転士¢）を交換しました。
鋼醸を満足しない状　　i一憲蒸気管モ轟タに
態から復帰しましたゼついて，・・検繊器識ネ・

　　　　　　　　　　クタ』の昌視による異一
　　　　　　　　　　物確認等の澗一期・方一

　　　　　　　　　　法を点検計画表に反一
　　　　　　　　　　映しました。



一
㏄

件名

2号機中間領域検出
器（IR辮）の不具合に

［ついて

（朋0．9．了発生）

事象の概要

　平成2G奪9月7霞礪），原子丈戸停止操作中の3時46」

分に，中間領域検厳器※1（驚〉チャンネル15の指示が瞬
間的に上昇し，「B一自動スクラム※2」の警報が発生しまし
た。

　※1中間領域検出器：源子炉内の中性子を灘る装澱の一
　　　　種で，原子炉の起動および停止時の中性子の量を
　　　　監視するもの。

　※2自動スクラム：康子炉の緊急停出をいい「餅自動ス
　　　　クラム」は，原子炉を緊急停止するための，A・
　　一一一』『』B2pの信号のうち一つだけが発生した状態。

　　　一一ムスクラム信号はA・Bが樹時に発生することで制
　　　』・御棒を全挿入し，、原子炉を緊急停止させる。

原因 不適合処置 是正処置
（2）信号ケ」ブル用コ

ネクタ（検出器側）内

部ガスケットの劣化
により当該灘ネクタ
内部が吸湿したこと
による，芯線～アース

聞の絶縁劣化

点検結果より，検趨 検出器為ネクタの 一環ネクタ清擦，検

器コネクタの一時的 抜き差しおよび内部 出器撞木、・引抜購の

な接触不安定が原因 清掃を実施した後，検 指示確認を鑑定検案
と推定しました。 磁器コネクタの糞度 施す1る旨事r一点検計画

打診テスト，一検患器全 表一に反映しました。

挿入・全引抜操作を行 ま一た，三舞ネクタ部打
し、，一一I　RM－c　h　窪　5 診試験時における打
が指示変動の無い，正 診箇所を偉業要領書
常状態であるこ一とを に定めましたボなお，
確認しました。 2暑機第裕同定検に

おいてqネクター（金

数）の清掃および検
出器挿入一・覗抜時の

捲示確認を実施し，

有意な変化がないこ
とを確認しました。



一
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し

　　　件名
2畢機原手炉圧力容
器内で発見された異
物について

（罷G、9．冒発生）

　　　　　　　　事象の概要
　平成20年9肩17頂（氷）から猿子炉庇力容器内構造物一

等の点検作業を行っていたところ，炉心シュラウド外側の
ジェットポンプ付近のプレート上でピン状の異物（長さ約

50ミリメートル，直後約6ミリメートル），帯状の異物（畏

さ約葡ミリメートル）およびテープ片状の異物（長さ約
20ミリメートノレ〉を発見しました。

原因

査したところ，ピン状
の異物（金縁製，ピン

本体に割りピン1本
が装慧されたもの〉に

ついては，建設中（昭

和63年）の試運転時
に発生した猿子炉給
水外測隔離逆比弁の
囎閉表示装麗の破揖
部贔の一部と推定し
ました。

　また，帯状の異物
（プラスチック質）お

よびテープ片状の異
物（紙質／については，

定期検査中の作業に
おいて使用した作業
溺消耗品の破片であ
るものと推定しまし
た。

止

因 不適合処置 是豊処盤

異物を講 発見された異物に
ろ，ピン状 ついては，9月20日
議製，ピン （土）までに繕収しま

ピン1本 した。

たもの〉に また，来発見の部品
鏖殺中（昭 （ワッシャー2枚，割

」

ピン1個〉が原子炉の

運転に与える影響に
ついて，評価を行いま
した。



卜on

　　　件名
2簿機原乎嫡建物内

での水漏れについ
て

（麗0．9．25発生）

とを確認しました。

とを確認しました。

畢象の概要 原因 不適合処置 是正処置

離月四25臼（木）沁時⑳分頃，原茅炉建物地 当該系統の洗浄胴 直ちに当該弁め上 一代表作業票作成
）る圧力抑制整下部の床面に溜まり水があるこ 水受けタンクのポン 流側に設置している 時，点検弁を隔離弁
ました。 プが自動起動した際 隔離弁を閉止しまし に設定する場合，襲
い箇所を調資したところ，定期検査において開 に，当該弁の上流側に た。 該点検弁を単独作業
っている残留熱除去系の弁から漏えいしたこ 設麗している弁（通 漏えい水の盤は約6 とし代表作業票から
ました。 常，開化状態で管理） 60　リ　ッ　トノレ　（叢文射書置 外すこと，代表イ乍業

を別の点検作業に伴 麗：約81万ベクレル） 票からタ下した単独イ乍

い開状態にしていた で，紙ウエスにより拭 業については，別途
ため，タンク内の水が き取り穣吹しました。 作業期間や購離範囲

配管を通して当該弁 なお，除染来興施の工 を保修損当課と調整
に流れ込み漏えいし リアについては，管理 することおよび作業
たものでした。 区域のクラスを変更 譲受イ寸時，イ乍業調整

しました。 （作業期間の変更，

点検機器の変更，代
表作業票外とする
等）が必要な場合は，

調整結果を作業票に
記録することをr作
業票取扱手順書」に
明記し改正したのち
所内周知しました。

今回の水漏れ事象
をヒヤリハット事例
集へ追撫しr定検前
教育」で教育を実施
することを周知しま
した。

また，改正した「作

業粟取扱手順審葺お
よび同事象のヒヤリ
ハット事例の教欝を
実施しました。



鉢〇

　　　件名
倖，2号機温排水測定

データの修正につし
て
瀬

（月20、毘．6発生）

2号機原手炉再循環
系配管の点検状滉1
ついて

　　　　　　　　　毒豪φ“種婁㎜一一㎜”｝㎜㎜一丁“
　爵根気2一騒∂漉排水に一蘭する測定ヂ」タを，島根県お

よび松江市に毎月提出していますが，平成20年10月6臼，
甘号機の9月分データを整理していた際に「取水・放水温度
差」のバラツキが大きいことを確認したことから，調査を行っ

た結果，1号機運転監視用計算機の「取水・放水温度差謹の
誹算に調いる測定データの定数設定巌がなされていないこと
を確認しました，

　なお，既に提出していたデータおよび今回修正して提出し

たヂ取水・放水温度差涯は管理慎の範囲内であり，周辺海域

に影響を及ぼすものではありませんでした。

※定数設定取水した海水が放水される濠でには一定の時一
　　　　　』閣を要するため，正確に「取水・放水温度差」を

　　　　　測定する自的で遅延雌理を行い，一取り込んだ海

　　　　』水の発電所内の滞在時間等を補駕する，

湾
（尉20．栂．14発生）

、並

一報20’年16月14猷英〉，薦穰B・原諏再蘭轟系配
管と原子炉浄化系配管の接続部分の溶接継手部にひびと思
われ】蕎信畢（2箇所）を確認しました。（平成20年10月餌
琿発表／

一一』その後の詳細調査により，当該2箇所のひびは，それぞれ

長さ81ミリメ」ト）レx深さ3，6ミリメートノレ，長さ葺20ミリメート「

ルx深さ3£ミリメートルのひびであることを確認し，検証の結

果、鰻該部分の取替工事を実施することとし，定期検萱期間
を延長しました。

1まだ一10月一3帽，B孫子炉再循王縣ポンプ入時上流のi
溶接継手部にひびと思われる信号（1箇所〉を新たに確認した

ことから1』今後』詳細調室を饗施します。（平成20年目G月31

日発表）

計

　　　漂因
　扉号機第一Σ7　疸1定期　　一

検登時（平成19年12

月5B～平成20年5
月麟呂）に運転監複爾
計算機のソフトウエア
変更を行った際に、錨

該定数の設定が行わ
れていなかったためと
判明しました，、

　蓉た，紛月沁θに
島根2号機の測定デー
タに二ついても確認した

ところ，2畢機運転監視

馬計算機の定数設定
に：は問題がないこ二とを，

確言忍しましたが，8月分

のε取水・放水温度差」

を欝算する際に，誤っ
て定数設定をしていな
いデータを周いて言十算

していたことカ｛判明し
ました。

　本事象は応力腐食’
割れ（SCC）によるもの

と考えられる。

一”7　今年度提歯した以下

の測定データについ
て，紛月3て鶏に測定
データを修正して提患
いたしました。

・1号機の取放水の水

温（平成20年4月～8
月）

・2号機の取放水の水
温（平成20年8月）

」瞬（木）から

配管取替作業を開始
し，平成21年3月9段
（月）にニイ乍業が完了しまi

した。

　　　是正処置
　誤ったデータを用い一

て放水口取水口温度
の計算処理をしないよ
うに手書1書壱作成し標一

挙化を図りました。

　運転監携縮計算機
の採取データを予めト

レンドに登録し，一トレン

ドを変更しないように

運転監襖期誤算機
（計算機室1・中央糊御

盛）にテプラ貼付で注

意喚起した。（1，2号
機各々のヒストリカルトレン

ドの「8番」を放水口取

フX貸温度採取奪薦と
して使駕する。）

」＿．
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一件名 箏象の概要 　　　　原饗
　通常運転中，各制御
棒1こ設遣されている2

つの電磁弁は通電状
態（励磁状態）となって1

いますが、プラントに何

らかの異常が生じて緊
急停止する｛雷号が発

信された場合には，2
一つの電磁弁がともに無

通電状態（無励磁状
態）となり，駆動水系に

取付けられたスクラム

弁が開いて制御棒が
緊急挿入し，陳子炉を
停止さぜる仕組みとな
っています。

　今國の事象は，当該

制御棒に係る片方の
電磁弁の接続状態が
不安定（接触不良〉で

あったため，無通電状
態（無励磁状態）となっ

ていたところで，もう片

方の電磁弁を無通電
ヰ犬態（無励養弦搾犬態）と3漏

る定期試験を糞施した

ために当該制御棒が
誤って全挿入したもの
と判明しました。

．．誌

不適合処置処置一 是置処澱
2、教鳶の輿地

R．手順轡等の敵討
S．根本原國分析の
実施



野ll紙一2（1／2）

島根原子力発電所の教育訓練実績（平浅20年度）　そのL運転員以外対象 （曝｛」一人｝

一i　　粉媛
保　安　教　育　の　内　容（保安競走｝

弓、分駕　1婦デ丁

実施聴期

大分纈

定康安
と
保
こ
び
る
よ
す
お
関
金
に
法
守
縣
連
関
の 瞭首炉等幾拝毒法

捷造構の
と
設
こ
施
る
炉
す
重
鮒
療
に

育教るす施・
実
に入

　欝概要
i愛系統の機能

容内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

…雛馨鷺購欝欝鵜
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一
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・護　1掲ポること

醜災教罫
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「
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昌

昌『σ
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聾

鰍
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一
一
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琴琴絃一2　（2〆21

島根原子力発電所の教育舗練実績（平成20年度〉 その2　運転讃紺象 ‘単偉＝六｝

保　安　教　育　の　内　容（保安規定）

大分爆 中分類 小分類　　1写駐『D 容内
ユ

’実謎跨鑓

糀轡郵一一…騰騰縷募1灘騨瑠
　　　　　　　　　　　l　　　i

陛

騨
・蓮1睾βi鱈1∫ii盟

連書見’、1，之検・

定期紛検査1

3年課1で対象者全員力｛受講

　　　　　※2一

3｛肖謁で対象者金鼓力｛受講

　　　　　※2

3年間で対象吝金鼓が受・r溝

　　　　※i※2

、
「
I
　
i
一

羊
9
斑丁

一

『
損
い

一
エ

耳
■
び見
エ絶毒

と
チ
こ
掠
る

1
翼當時封建＝｛浅至正ll幾器封建＝｝
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じ』』渠、、錬韮
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ツ
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平成20年度　島根原子力発電所技術教育調練婁績表 別紙一3

教　　育　　項　　目 紺象者
教育讃練者数

@　｛人）

一晶質保証所内監査員のための講習会 技鰹系管理職 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　■　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　■

i質保証活動に関する教育 全恵良 欝6

酷質保証弱係講習会 技衛系所員 ！7

モラル戦費 技術系彫員 3δ

品質保湿醐係 ヒューマンファクタ教育 被衛系所員 19

電気事業法および鴎係法令，並びに保安規程教育（コンプライブンス教育） 技術系辮員 ！§G

電気事業法　保安規程教海 護衛系所興 162

電気関係法窺実務者講習会会 披講系所員 ！

自家購電気工作物保安規程講習会 披講系所鰻 1　※3
運転基礎新修（1／豆） 発電課員 ll

一オペレータ養成研修 発電課員
12

BTCシミ詩一ク　補綴レH研修コース 発電課員 §

運転管理関係
BTCシミュレ汐　中級交流虹B／交流豆 発電課員

2

BTC　　ミュレ一夕　　イノストフクタ一騎葦葺 該当者 ｛

BTcシミュレータ　出張チーム評懸 発電課員 2　　※圭

運転管理教響 発電課員 58

設備引講ぎに伴コ設備教育 発奮諜鰻 1蕊

技術系藪員
肝4

o30）※2

技衛系所員 o

件業安温一．教育 技衛系晒興 ！3

溶接事業者検査技術教育 技術系所員 ls

保守管理撰1係
技術系翫具 o

電熱課修課員 暮’

按衝系磯貝 14

保筆管理講日会 技術系所鰻 毘

疋．痛事茶蒜検査教擁 定湖一、藻蕃験査要員 z6台

定置i｛熱　係る放鍛練管遷教育 放射線作業従事毒 ，7〔

良1取扱蔚 臣

放躰線管理教育 故離郷聖業従垂者 欝9

放躰線管葦i一閏孫 緊急破はく医療教育・談練 　総務課製
¥全管理課郵

田

安全管理課舞 s

化芦分析装諏扱　練 安全瞥理課員 辞

放射線管玉杜に関する講蒲《 　毎課興
V金管理課腿

δ

燃料取甕，嵌料鷺1する無畜 」着電課憂’
2
1緊

　
時
釘
懸
一

全穆員 　　　一ｴq

地灘縄l　l練 迂・所興 ㍑　※呂

ス　　轡料闘係
衝軒連絡翫辛賄1 特訓管理職 慮　　※1

AM　（アクシデントマネージメント〉シζユレータ教育 技衛班員 5

燃料検績事前教育 技衛課員 露

披講課員 百

日本原子力研究所最遺教糞 技術系所員 3

力量関係教育 各課業務主管教育 技織系謬損 1符

含　　　計 2，質。

榔1　　雪輪同罫　　『※11
※21
※31

実施回数

グ痔一プ数

A年度新規

合、垂手には魯めない
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別紙一4

電源事業本部 島根原子力発電所
★：総括箇所

平成21年3月31日現在
　　　一凡例一
▽口：計画、▼■：実績

施策

コンプライアンス経営推進の誓約

コンプライアンス強調月間の実施

役員による事業所訪問

不適切事案から得た教訓の風化防止

業務の適切性の確認

コンプライアンス研修の効果的な実施

副長研修

話し合い研修

職場実態・社員意識調査の実施

個人情報保護研修の実施

電源事業本部長他による事業所訪問

役員・各組織の長がコンプライアンス経営

推進の責務を自覚し、率先して取り組むこ

とを誓約するとともに，その内容を執務室

等に掲示

コンプライアンスに対する社員の意識喚

起，一連の不適切事案から得た教訓の
風化防止のための諸施策の実施

役員が事業所を訪問し，経営層の意思を
伝達・意見交換

風化防止ビデオの視聴等

ルール等に関する話し合い

コンプライアンスに対する社員の意識喚

起，一連の不適切事案から得た教訓の
風化防止のための諸施策の実施

コンプライアンス推進に向けた取り組みの

基本的事項の確認および管理者としての
役割・留意点等の徹底

日常業務における「3つの行動」実践の意

嘩講警惣聡択し，コンプライア〕

　ンス強調月間中に1回実施

コンプライアンスに関する職場実態や社員

の意識の把握

〔撫簿藷綴騰〕

職場における個人情報保護研修

電源事業本部長他が事業所を訪問し，経営
層の意思を伝達・意見交換

主管箇所

コンプライアンス

　推進部門

電源事業本部

実施箇所

品質保証セン

　　ター
原子力研修セ
　ンター
★総務課
安全管理課
　技術課
　発電課
保修管理課
電気保修課
機械保修課

総括担当

　　　　　　　　　　　　　　　平成20年度

　　　　　　　上期

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月

　　　　下期

11月　12月　1月　2月　3月

▼

6／27

▽

該当なし

▼
11／21

11／30完了

一
12／25完了

コ
ン
ブ

7／15，24．29で実施

フ
ィ
ア
ン

1回目
強
調
月
間
・
一11／30完了

一5／27～6／9調査
11／30完了

11／30完了

▼　松井常務取締役来所
6／16

備考

各組織の長が異動時
に自ら実施

神出副社長訪問
主任クラスとの意見
交換等を実施

所属長が進行し実施

（講師）

コンプライアンス推進役

35人受講

・1回目（所独自）
6～12月で実施

・全所員への訓話
・ライン副長との意
見交換

（注）島根原子力発電所で独自に実施するコンプライアンス推進施策は，「平成20年度島根原子力発電所原子力安全文化醸成活動計画」に基づき展開する。 27



アクションプラン進捗管理表（AP4（4）内部監査のあり方（自己評価制度の導入））

別紙一5（1／8）

目　的 QM　Sの定着と更なる改善を行なう．

要求事項

（1）考査部門からの提言

@実施部門と考査部門が協力し，実施部門内部監査の実施や自己評価制度の導入により当社QMSの成熟度および組織のパフォーマンスの水準を

@　評価する必要がある。

実施内容

1．自己評価の導入検討

@　　「米国原子力発電所における自己評価

@　　活動の調査結果」，国内企業の導入例，

@　　J　lS9004規格等の調査・検討．

Q．実施部門監査の計画と実施

平成21年3月末実績

具体的な行動計画
　　一凡　例一
､□：計画，▼　：実績

実施項目 スケジュール（平成20年度） 平成21年度

4月　　5月　　　6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

自己評価制度の導入検討 一、「

ﾋ甑
…『3一一一

。、毒藤蔽醜無（畷幽
一三｛一一

wL
C一』

黷P・
f 　、☆一一緬一鼕M　　、

▼中間

@（導

告，

･非判

H20．4　r米国原子力発電所における自己評価活動調査報

@　　　告書」入手
g20．4　実施部門内部監査計画策定及び通知

g20．5　国内企業1電気機器メーカー｝における自己評価

@　　　　システムの導入事例調査実施，評価中

g20．5発電所第1回実施部門内部監査実施

g20．7発電所第2回実施部門内部監査実施

g20．8～9安全文化醸成活動おいて，安全文化アンケートを実

@　　　施
g20。10建設所実施部門内部監査実施

g20。10本部｛原子力建設｝実施部門内部監査実施

g21、1本部（原子力土木〕実施部門内部監査実施

g21．1本部（原子力〕実施部門内部監査実施

g21，1末　実施部門内部監査手順書改正

g21．2　20年度実施部門内部監査　監査員による自己評価

@　　及び検討会実施

g21．2　20年度実施部門内部監査　実績報告

g21．4　21年度実施部門内部監査基本計画　決定，通知

一国

懲　一1灘鳶基海蘿繍糞垂麹Φ一一一鋤

自己評価制度の導入準備 ▼ 順書改 （1／ 9）
　　▼

S文化g
ンケ

@　　　　r苫ド　　　』“『r、卜“『一一「1一『一構舜∫三　　　　　　『一∋一一
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現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（有効性評価，次年度への取組み） 備考（懸案事項他）

・　「米国原子力発電所における自己評価活 【検証方法】 ｛自己評価制度の導入について》 懸案事項なし

動調査報告書』入手，検討中 ①具体的活動計画に沿って，適切に活動が実施されていること。 （有効性評価）

・国内企業における自己評価システムの導 ②自己評価制度について調査・検討し，導入について検討している 今回構築した仕組みにより、QMSにおけるPDCAサイクルの

入事例調査実施，評価中 こと。 C（評価）機能が強化され、各組織の成熟度の改善ができると評

・平成20年度実施部門内部監査基本計画 【検証結果】 価。

策定および監査実施 ①平成20年度実施部門内部監査基本計画に基づき，被監査箇

・平成20年度実施部門内部監査実施結果 所と調整しながら，計画的に実施部門内部監査を実施した。 （内部監査部門の評価）

報告 ②自己評価制度について，国内外の事例調査を行うとともに，安 O安全文化醸成アンケートの結果を分析して各QMS組織の成

・平成21年度実施部門内部監査基本計画 全文化醸成アンケートによる自己評価の導入について検討を 熟度を把握し、成熟度の低い項目について実施部門内部監

を決定，通知 行い，平成21年1月末にQMS文書の改正を行った。 査計画に反映し，改善につながる仕組みが構築されているこ

とを，「実施部門内部監査手順書」の立案決定票で確認した。
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別紙一5　（2／8）

O実施部門内部監査をより効果的に機能させる仕組みが構築

されたと評価するが，来年度の取り組みとなることから，考査

部門が実施する原子力安全管理監査で確認する。

《実施部門内部監査の実施について》

①実施部門内部監査基本計画は，考査部門と監査範囲等を

分担し，効果的に行なわれ，昨年度まで各部所で実施し

ていた所内監査より有効的なものになったと監査員によ

る自己評価等で評価された。

②下記のように，今年度も監査テーマに対する監査結果の総

括がされた。

・r今年度は，新QMSに基づく業務の計画と実施を対象に監査

した結果，各被監査箇所においては，㎝S文書が整備され，

且つそのQ聡文書に従って業務が適切に遂行されており，

今後の改善余地事項は全体で19件あるものの，不適合事

項及び改善要望事項は検出されなかった。以上のことから，

新Q　M　Sが確実に浸透しつつあることが確認できた』。

・rまた，不適切事案の再発防止対策は，目的，意図したとお

りに日常業務として実施されていることが確認できた。』

（次年度への取組み）

①平成20年度の監査実施結果を基づいた，評価・改善項目

を反映して，基本要領を改正した上で，r平成21年度実

施部門内部監査基本計画」を策定した。この計画に基づき ’

監査を実施する。
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別紙一5（3／8）

実施箇所： 電源事業本部（原子力）アクションプラン進捗管理表（AP5（4）安全文化醸成）

目　的

要求事項

H21年3月末実績
QMS高度化で実施してきた取り組みを加速して安全文化醸成施策を実施し，不適切な事案が再発
しない組織風土を確実なものとしていくとともに，国からの要求に対応できるような施策を策定・実施
する。

（1）RCAにおける「トップマネジメントおよび本部経営層の「安全文化の意識浸透」に対するリーダーシップ

　　を十分発揮させる」ことへの対応。

（2）安全管理技術評価WG意見rr安全最優先」の考え方の浸透が重要」への対応。
（3）発電設備総点検での不適切な事案についての要因分析から，rコンプライアンス意識の不足」r工程
　　優先等経済性重視の考え方」「法令・保安規定に対する判断・遵守に対する考え方』「社内規定・要領
　　に対する判断・遵守に対する考え方」r事業者としての説明責任』等に問題があることの対応。
（4）安全文化の劣化防止に係る保安検査への対応。

実施内容

①原子力安全文化醸成要則に基づき活動を実施

　　安全文化醸成方針・活動方針に基づき，各組織が原子力安全文化醸成施策を実施する。

②原子力安全文化の醸成度評価

　　これまでの原子力安全文化醸成の取り組みの効果を把握するため，安全文化醸成度合いをアンケート調査等に

　より評価・分析する。また、その結果を踏まえ，必要な追加施策を検討し，年度の活動レビューと併せてマネジメント

　レビューにて社長ヘインプットする。

一凡例一　　▽□1計画，▼■1実績

実施事項

（4）安全文化醸成施策の実施

①個別施策の実施

く主な施策＞

　・社長メッセージ発信

　・安全文化講演会の開催

・経営層と現場（協力会社含む）との

　意見交換会の実施

・ヒューマンファクター分析

・コンプライアンス教育

・地域の方との対話活動の実施

・提案箱からの改善提案の吸い上げ

・e一ラーニング活用

・モラル教育の実施

・異業種間交流（JR西日本）

②安全文化の醸成度評価

　・評価方法の検討

　・アンケート実施，結果の分析

　・QMS推進者対象の意識調査

　・安全文化醸成度の評価

　・追加施策の検討，次年度計画策定

　・マネレビヘのインプット

スケジュール

H20年度
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6
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雄注水系
し畑修，業

g耀（
（対応件数／

▼2！23マネ

↓
　314次

　　各。

H21年度

上期 下期

▼4／8役員対象

　　（於本社）

CO逸脱RCA完
の適切性確認）

計対話人数）

付累計件数）

ビ

度活動寿針制定，

所へ通達

備考

く安全文化講演会〉

6／10JANTI石川顧問
　（発電所安全月間行事）

7／30東大飯塚教授
　「QMSについて考える」

　185名聴講
4／8社会安全研究所

　　首藤副所長
　　「無事故組織に学ぶ

　　安全文化』
　　役員，部長クラスほか

　　菊名聴講

＜経営層との意見交換〉

4／16発電所・建設所

　　品質保証担当部所
5／23発電所・建設所

　　　課長クラス

6／16発電所・建設所

　　　副長クラス

7／15協力会社（本社）

8／6　　建設所（土木・建築）

8／29発電所，建設所全員

9／4　建設所

10／16発電所長

11／21本部，発電所，

　　　建設所主任クラス

12／22発電所保修関係課長

才2／25本社副長クラス

1／23　発電所，建設所

　　　副長クラス

4／1原子力安全文化醸成方針制定

4／1原子力安全文化醸成活動方針通達

4／1原子力安全文化醸成要則改正

4／7原子力品質保証委員会

　「安全文化醸成のH19評価とH20方針」

　　　審議・承認

5／9社長ビデオメッセージ収録5／28発信

5／26異業種間交流実施（JR西日本）

6／1不適合管理・是正処置基本要領制定

6／10原子力品質保証委員会

H20安全文化醸成活動計画の審議，承認

6／13ヒューマンファクター分析，安全文化

　　　醸成の取り組み社内説明会（於本店）

6／18～20第1回保安検査（本部）

　　　安全文化活動計画，進捗状況説明

7／24e一ラーニング公開，実施開始

　　　　　10月末で100％実施

7／30安全文化講演会開催（於発電所）

8／11～28安全文化醸成度アンケート実施

9／30～10／15再発防止対策の有効性に係る

　　　　アンケート調査（所属長対象）

11／7第2回異業種間交流（JR西日本）

11／7原子力品質保証委員会

　　　安全文化醸成上期活動状況報告

11／13マネジメントレビュー

　　　安全文化アンケート結果報告

1／30原子力安全文化醸成活動の評価・

　　　改善手順書施行
2／23マネジメントレビュー

　　評価結果と改善策について報告・了承

2／25安全文化説明会（発電所）

　　　評価結果と改善策について説明

3／4　H21安全文化醸成活動方針制定，

　　　　通達
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別紙一5（4／8）

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（有効性評価，次年度への取組み） 　備　考
i懸案事項他）

4／1　原子力安全文化醸成方針制定 （検証方法） （有効性評価）

4／1　原子力安全文化醸成活動方針通達 ①具体的活動計画に沿って適切に活動が実施されていること。 O原子力安全文化醸成活動のPDCA（計画，実施，評価，改善）を回す体制，および安 懸案事項なし

4／1　原子力安全文化醸成要則改正（暫定措置の削除等） 全文化の評価指標を平成19年度に構築し，20年度はそれに沿って着実に活動を実

4／7　原子力品質保証委員会 ②H19に設定した安全文化評価指標，評価の視点に基づき・ 施している。構築した安全文化評価指標に基づく評価結果は全般的にr良好」であり，

r安全文化醸成のH19評価とH20方針」審議・承認 安全文化の定着度・浸透度を把握するためのアンケート調査 また再発防止対策の有効性調査結果も20年3月調査時点より評価ポイントが上昇し

5／9社長ビデオメッセージ収録，5／28発信 を実施し，安全文化の評価要素毎に安全文化醸成度を分析・ ており，一連の再発防止対策の効果はあがっていると評価する。

5／26異業種間交流実施（JR西日本） 評価する。 0更に，安全文化醸成活動を評価し，評価結果を改善につなげる詳細手順を定め，安

6／1不適合管理・是正処置基本要領制定 全文化の劣化兆候を検知し改善する仕組みを構築した。これらにより，再発防止を確

6／10原子力品質保証委員会 ③上記アンケートとは別に、新たに設置したQMS総括組織の 実にする仕組みが確立されたと評価する。

rH20安全文化醸成活動計画」の審議・承認 有効性をはじめとする再発防止策全般の有効性に関する意

6／13ヒューマンファクター分析，安全文化醸成の取り組み 識調査を関係部所の所属長を対象に実施する。

に関する社内説明会開催（於本店） （内部監査部門の評価）

6／18～20第1回保安検査（本部） 0社長のコミットメント「安全文化醸成方針』が平成20年4月1日に公布され、平成19年

安全文化活動計画，進捗状況説明 度に制定した原子力安全文化醸成要則に基づき，QMS適用組織が原子力安全文化

7／24e一ラーニング公開、実施開始→10月末で100％実施 醸成計画を策定し，実施し，評価する活動をしていること，およびその結果はマネジメ

7／30安全文化講演会開催（於発電所） （検証結果） ントレビューにおいて，社長へ報告することを確認した。

8／11～28安全文化醸成度アンケート実施 ①年度当初に策定した活動計画の主要施策はアクションプラ 0安全文化の定着度・浸透度を把握するためのアンケート調査を実施し，安全文化の評

8／25　原子力部門モラル教育実施 ン進捗表にて毎月進捗管理し，計画通り実施されていること 価要素毎に安全文化醸成度を分析・評価した結果をQMS適用組織に説明，周知す

9／30～10／15再発防止対策の有効性に係るアンケート調査 を確認した。 ることにより醸成度や弱みを明らかにしている。また，アンケート調査の結果はマネジ

（所属長対象） また，各部所が行う個別施策も半期に1度実施状況を確認 メントレビューにおいて，社長へ報告していることを確認した。

11／フ第2回異業種間交流（JR西日本） し，これらも計画通り実施されていることを確認した。 0更に，原子力安全文化の評価・改善の詳細プロセスについてはr原子力安全文化醸

11／7原子力品質保証委員会 成活動の評価・改善手順書」にて仕組みが構築されていることを立案決定票にて確認

安全文化醸成上期活動状況報告 ②H20年8月に原子力安全文化の醸成度に関するアンケート した。（平成21年1月施行）

11／13マネジメントレビュー安全文化アンケート結果報告 調査を原子力部門全員を対象に実施した。結果，アンケー ○今後の取り組みとして，上記手順書にて，アンケート調査で検出した弱みを改善する

1／30原子力安全文化醸成活動の評価・改善手順書施行 ト評価点の平均値は73点と全般的にr良好」であり，安全 施策を検討し次年度計画へ反映させること，日常業務として安全文化醸成度を評価・

2／23マネジメントレビュー 文化醸成に係る一連の活動は効果があがっていると評価 改善していくことを聞き取った。

評価結果と改善策について報告し，原案通り了承 する。ただし，一部の要素（r部門間の良好なコミュニケーシ

2／25安全文化説明会（発電所） ヨン」、r体系だったルールと体制』など）に弱みが見られるた 以上から、安全文化醸成の取り組みについて，継続的にPDCAが回る仕組みを構築

評価結果と改善策について説明 め，これらの弱みを改善する対策を検討し，翌年度計画へ し運用しており，有効に機能していると評価する。

3／4　H21安全文化醸成活動方針制定、通達 反映させる。

一評価結果を踏まえた改善策を織り込み，各部所へ通達

→各部所にて，H21安全文化醸成活動計画を策定 ③再発防止策全般の有効性に関する意識調査の結果，いず （今後の取り組み）

4／16各部所のH21安全文化醸成活動計画を れの施策もr有効」という評価で，評価ポイントもr品質方針 0安全文化に関するアンケート分析結果から見られた一部の弱み（r部門間の良好なコ

原子力品質保証委員会へ報告、了承 の内容の認知度」以外は前回実施時点（平成20年3月）よ ミュニケーション』，「体系だったルールと体制」など）への改善策を平成21年度原子力

りも上昇しており，再発防止対策は有効に機能していると評 安全文化醸成活動方針へ織り込み，各部所の業務計画へ展開する。

価する。 ＜改善策の例＞

・体系だったルールと体制→組織的な文書改善活動の推進

・部門間コミュニケーション→QMS推進者会議の運営方法変更

・教育・訓練プログラムの充実→新力量制度に基づく教育の確実な実施

Oこれらの安全文化醸成活動の効果については、今年度構築した評価・改善の仕組み

に基づき，安全文化の評価指標を用いて再発防止3本柱の定着度を含めて経年的に

分析・評価し，活動の改善に結びつけていく。
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実施箇所 電源事業本部（原子力）
　　　　　アクションブラン進捗管理表　　（AP6 （3）技術継承施策の実施｛力量の明確化1）

1．新力量の詳細検討
目　的 効果的な人材育成と技術力の向上を図る。 各課・担当別の業務遂行に必要な力量を抽出および設定

する。

・保安検査での指摘事項への対応（原子力安全に係る業務に従事する要員に対し，共通的な力量について作成し，運用しているが，業務

ﾉ適合した力量についても設定の必要がある。）
実施内容

2．教育訓練カリキュラム策定

@上記の力量取得のための教育訓練カリキュラムを策定
要求事項 ・知識に関する知識不足を補うための教育訓練カリキュラムを策定する必要がある。 する。

・実施した教育・訓練の有効性評価方法について，検討する必要がある。 3．教育訓練の有効性評価

確認試験問題作成

H21年3月末実績

具体的な行動計画 　　一凡　例一
▽□：計画，▼■：実績

スケジュール（平成19年度） 平成20年度
実施項目

上期 下期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

大　工　程

▽教 訓練

･7／2

　▽
｢会（

@育訓

･8／2

訓練

ﾔ報告

沒｢会

ｳ育訓

@▽新

討会（

i中間

沒｢会

ﾊ制

力量に

j
（
調
整
入

関する

@▼1
@　（

ﾊ）

願書改

Q5教育

齦�吹j

ﾏ
1

）11練検・

Q5本部

i手順

会
A
運
営
改
正
）

1．概念検討

2．新力量の詳細検討 ▼WIG 置

▼ 用検・ 開始

3．教育訓練カリキュラム

4．確認試験問題

確 試 実

5．手順書類改正 ▼関連 順書の 成・ 正 の 討開始 ▼2／1教育訓

緖闖〟@施行

Iン対　終了▼ ニオン 寸応資　　討 ▼1 ！22ユニ

6．教育訓練の実施
育 訓　練 の　実

・H20／3／6原子力品質保証運営委員会にてH20年度のスケ

　ジュールを報告

・本部，発電所，建設所各照にて担当毎の教育訓練項目策

定中

WG開催実績（H20年度）

　本部；4／15，5／20，6／11，7／9，7／23，8〆27，9／9，1／9

　発電所；4／24、5／27，6／5，7／2、7／8，8／19，9／26，10／8，

　　　　11／27，12／9，1／29

・H2α4策定した教育訓練項目のカリキュラム（すでにあ

る教育訓練項目は除く）および確認試験問題の作成開始．

新力量運用について検討開始（関連手順書策定）

・H2α5確認試験の運用（有効性評価の方法等）について

検討開始。

・H2α6教育訓練手順書改正案作成開始

WG主査間で新力量に関する調整実施（H20．6。10）

ユニオン対応開始

・H20．7．23教育訓練検討会に各所の新力量進捗状況報告

詳細運用についての基本的考え方調整を行うこととなっ

た。（8／5，6にて調整）

・H20．＆21教育訓練検討会にて各所との調整内容状況を報

告した。

・各船主査問で手順書の内容（運用）調整

・H20、12，17発電所一本部間で運用調整

・H20．12，22ユニオン了解

・H21．1．23発電所QA運営委員会に手順書改正を付議

・H21，1．28本部QA運営委員会に手順書改正を付議

・H21．2．1新力量の運用を取り入れた教育手順書施行
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別紙一5（6／8）

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（有効性評価，次年度への取組み） 備考（懸案事項他）

【平成21年2月末】 （検証方法） （Q　M　S高度化，再発防止対策の有効性評価） 懸案事項なし

・WG主査間で運用についての最終調整実施 ・課（担当）の業務内容に適合した新たな力量が設定さ 【実施部門の評価】

・各所のQA運営委員会に手順書の改正案（新力量の運用 れていること。 教育訓練検討会（最終報告）で，各課・各担当の必要な

を含む）を付議し，承認された。 ・新たな教育訓練内容が策定され，教育後の有効性評価 力量の明確化および教育カリキュラムの準備が整ったこ

・平成21年2月1日新力量を導入した教育訓練手順書施 として確認試験を導入していること。 とを確認した。

行 平成21年2月より新力量制度を導入し，日常業務の中

課（担当）別の力量に関する教育訓練および力量認定 （検証結果） で効果的な教育・訓練が実施され，一層の要員の力量向上

開始 ・平成21年2月1日に施行された教育訓練手順書に， が期待できる。

・平成21年3月末までに，従前からの力量認定者に対し 各課（担当）業務の内容に応じた力量が設定されてい 【内部監査部門の評価】

て，新たな力量認定を実施 る。 新力量制度の導入に関して，教育訓練検討会で，制定，

・同手順書には，教育訓練カリキュラム，確認試験の実 改正する手順書を審議していることを議事録で確認した。

施について規定されている。 手順書には，各課・各担当の必要な力量が明確化されて

・平成21年3月末までに，従前からの力量認定者に対 いること，および，教育カリキュラムが織り込まれている

して，新たな力量認定が実施されている。 ことを手順書の立案決定票で確認した。（平成21年2月施
行）

（目的に対する実効性評価） 教育の実施後の有効性評価について，r力量に関する教

●評価方法／指標 育および有効性評価手順書』に評価の仕組みが構築されて

・平成21年度中に新力量の運用が開始されたこと． いることを立案決定票で確認した。（平成21年2月施行）

以上から，教育のP　D　C　Aが継続的に回る仕組みが構築

●評価結果
され，運用後は有効に機能するものと評価する。

・平成21年2月1日に新力量の運用が開始された．
（次年度以降の取組み）

平成21年2月に新力量制度を導入し，運用を開始した。

平成21年度は，引き続き，日常業務として新力量制度

を運用していく。

↓

一
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別紙一5（7／8）

実施箇所 島根原子力発電所
アクションプラン進捗管理表　　（AP8（6）制御棒引き抜け等の報告義務化） H21年3月末実績

目　的

国からの行政処分に関する取組み

要求事項

省令改正（制御棒引き抜け等の報告）

ｧ御棒自然引き抜け防護対策

実施内容

1、省令改正（制御棒引き抜け等の報告）への対応

y設備面・運用面の対応】

Q、C　R　D冷却水差圧r高高」によるインターロックの追加．

R、インターロックの追加に伴う手順書の整備

具体的な行動計画
　　一凡　例一
▽□：計画，▽□：実績

実施項目 スケジュール（平成20年度） 平成21年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期

御棒挿

cク機

・引抜

ﾝ置工

止イン

1、C　R　D冷却水差圧r高高』による

b　R　Dポンプトリップインターロッ

Nの追加。

へ一、一　一 一＝一一一一一 ﾞ、』”・　一
翠一坤一一一一一 機制御

^ーロツ

防止

H事

詳細検

@・2
@・1

一　　一　　　　　　一一

｡　機15

@機28

　一L一、　1

闌氓ﾅ

闌氓ﾅ

▽保
､
　
　
▽
施
検
討
施
検
討

　2号機

ﾏ員会（電

ﾀ運営委

ｧ案，発

[入図書

事業本

�
｢
（
決

一
　
手
順
　
－
　
　
一
　
　
帰
　
　
一
　
　
－

　　1

@　イ’

ｦ
営
委
員

　入・引

N機能設

@▽

≡三一r訓r

）
図
書
化
丁
機
能
妻
討

号機1

闖㍼

置工事

正施行－　　　－　　　一　　　－　　　－　　－　　　，

ｽ一

@保安
『二一芝 H窟Il一＝一

・インターロックについては，CRDポンプトリップ方式

を採用決定。（H19／10／15）
・詳細検討終了（保安運営委員会付議資料作成完了）

　　　　　　　　　　　　　　　　（H20／6／25）
・保安委員会（電源事業本部）（H20／7／9）

・保安運営委員会（H20／7／15）

・立案（H20／7／25）
・発注（H20／7／29）
・2号機工事着工（H20／9／5）
・工事終了（H20／10／20）

・設備仮引継ぎ（E保→発電課）H20／10／22

・設備引継ぎ（E保→発電課）H20／12／3

　　　　　　　　　　　　　　　（H20／11／28付文書）

・手順書改正に係る保安運営委員会審議H21／1／8

・手順書改正施行H21／2／2

1号機の設備改造及び手順書の改正については，1号第28同定

検期間中（H21／5／7定検開始）に実施
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別紙一5（8／8）

現在の状況 対策の検証方法と検証結果 自己評価（有効性評価，次年度への取組み） 備考（懸案事項他）

【平成19年度】

1．C　R　D冷却水差圧r高」r低」警報の分離，設置 （QM　S高度化，再発防止対策の有効性評価） 懸案事項なし

・2号機 【実施部門の評価】

第14同定検においてC　R　D冷却水差圧r高」・r低」 【1、C　R　D冷却水差圧r高高』によるインターロック 省令改正に伴い，的確な報告およびC　R自然引き抜け防

警報の分離完了。 の追加】 護対策のための，設備改造および手順の明確化を図ること

・1号機 （検証方法） は有効である。

第27同定検においてC　R　D冷却水差圧r高」・r低」 保安運営委員会にて審議（H20／7／15） 2号機第15同定検にて，C　R　Dポンプトリップインタ

警報の設置完了。 （検証結果） 一ロックを追加し，手順書化し，運用を開始した。

下記検証内容について審議の結果，原案通りの内容で承 2号機の実施結果を踏まえ，至近の定検（第28同定検）

【平成20年度】 認された。 にて，1号機へ反映することは，有効である。

1．C　R　D冷却水差圧r高高」によるC　R　Dポンプトリ ・インターロックにはr計器の単一誤動作・誤不動作防 【内部監査部門の評価】

ッブインターロックの追加 止』として信頼性の高いr20u　t　o　f3』を採 制御棒引き抜け防止に係る設備対策および手順書改正に
・2号機第15同定検においてC　R　D冷却水差圧r高

用し，論理回路の多重化を図る。 係る原子力発電保安運営委員会の審議の結果について，議
高」によるインターロックの追加

・警報回路は計器の誤動作を含めた異常検知を容易にす 事録で確認した。手順書の改正は，2月に立案することを

るため，単一動作にて警報を発報させる。 聞き取った。以上から制御棒引き抜け防止に係る設備対策

・当該インターロックの使用状態を明確にするため，rイ は，適切に実施されていると評価する。

ンターロック許可・解除C　O　S」を設置する。

・C　R　D冷却水差圧r高」，r高高」設定値については， （次年度以降の取組み）

制御棒のドリフトが生じる可能性がある理論上の最 1号機第28同定検においてC　R　D冷却水差圧r高高」に

小差圧を採用する。 よるC　R　Dポンプトリップインターロックの追加を行う。

1号機 ↓

C　R　D冷却水差圧　r高』　　α4㎝pa↑O　N

C　R　D冷却水差圧　r高高」：α57Mpa↑O　N

2号機

C　R　D冷却水差圧　r高』　　α41Mpa↑O　N

C　R　D冷却水差圧　r高高」：α58Mpa↑O　N

・工事実施時期

1号機：第28同定検にて施行予定

2号機：第15同定検にて実施済

・手順書改正施行時期

1号機：第28同定検にて手順書改正施行予定

2号機：平成21年2月2日施行
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